用　語　の　説　明
この手引の中で使用する略称及び用語の意味は次のとおりです｡
	略称
	意味

	法
	とくに表示しない場合は、社会福祉士及び介護福祉士法

	条例
	東京都介護福祉士等修学資金貸与条例

	施行規則
	東京都介護福祉士等修学資金貸与条例施行規則

	申込みのしおり
	東京都介護福祉士等修学資金申込みのしおり（修学生の新規募集時に養成施設等で配布）

	申込書
	様式「介護福祉士等修学資金申込書」（修学生の新規募集時に養成施設等で配布）

	貸与承認決定通知書
	様式「介護福祉士等修学資金貸与承認・不承認決定通知書」

	修学資金
	とくに表示しない場合は、東京都介護福祉士等修学資金貸与条例に基づき貸与された金銭

	養成施設等
	法に基づいて、介護福祉士又は社会福祉士として必要な知識及び技能を習得させることを目的として、厚生労働大臣の指定を受けた学校等

	介護福祉士（として）
	介護福祉士養成施設を卒業して介護福祉士となる資格を有する修学生で、法に基づく登録を受けている者

	社会福祉士（として）
	社会福祉士養成施設を卒業して国家試験に合格し、社会福祉士となる資格を有する修学生で、法に基づく登録を受けている者

	指定施設等
	東京都の区域内にある社会福祉施設等（国及び東京都が設置した区域外の施設を含む。）で、施行規則第3条に規定するもの（P.71参照）

	介護業務等
	介護福祉士又は社会福祉士として指定施設等で行う介護業務又は相談援助業務若しくは施設長の業務

	所定の期間
	介護福祉士又は社会福祉士として5年
※過疎地域において介護業務等に従事した場合、中高年離職者に該当する場合、条例附則（平21.条例第33号）第6項に規定する特例措置対象者に該当する場合は3年間

	過疎地域
	桧原村、奥多摩町、新島村、三宅村、青ヶ島村（平成21年4月1日現在）

	中高年離職者
	介護福祉士等の養成施設等の入学時に45歳以上の人で離職して2年以内の者

	修学生
	修学資金の貸与を受けた者及び現に貸与を受けている者

	指定金融機関
	東京都の公金を振り込むことができる銀行、信用金庫及び信用組合等

（P.21参照）

	地域福祉推進課
	修学資金貸与事業の担当課（担当係は福祉保健局生活福祉部地域福祉推進課福祉人材対策係）

	年度
	毎年4月1日から翌年3月31日までの間

	公金収納取扱店
	東京都への収納金を取り扱うことができる銀行等の金融機関

	国家試験
	とくに表示しない場合は、社会福祉士国家試験


